
平成３０年度第２回神川町総合教育会議議事録 

 

開催日時：平成３０年１１月２９日（木） 午後 4 時 00 分～午後５時 15 分 

開催場所：神川町就業改善センター２階小会議室 

 

出席者（構成員） 

   神川町長         山 﨑 正 弘 

   教育委員会教育長     福 嶋 慶 治 

教育長職務代理  西 村   享 

   同   委員       竹 内   守 

   同   委員       古 川 征 治 

   同   委員       中 島 とも代 

         

事務局及び関係部署 

   総合政策課 課長     東海林 佑太郎 

   学務課   課長     矢 島 柾 仁 

   学務課   指導主事   石 塚   学 

学務課   課長補佐   根 岸 さ ゆ り 

   生涯学習課 課長     篠 崎   潔 

 

開 会 16：00～ 

 

あいさつ 町 長 

・町長  お疲れのところお集まりいただき、ありがとうございました。 

     本庁もできあがり、来月 16 日には内覧会を開催する予定です。駐車場に

ついては、ご不便をおかけしますがよろしくお願いします。 

また、本日の総合教育会議の内容は、ブロック塀の工事やＩＣＴ環境整備

事業等の報告と、給食費の無料化についての協議です。予算に皆様のご意見

を伺いたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

報告事項 

・事務局（学務課長） 

     それでは、担当から報告いたします。 

・事務局（課長補佐） 

神川町の小中学校のブロック安全対策についてご説明いたします。 

町内の小中学校や幼稚園の中にブロック塀が設置されているのは、青柳小学

校・渡瀬小学校になります。 

このたび、ブロック塀の安全対策の方法として、ブロック塀を撤去しフェ



ンスを設置することとしました。 

    青柳小学校や渡瀬小学校のブロック塀の中で、通学路に面し、児童がよく遊

ぶ箇所で倒壊の恐れのあるブロック塀を、早急に撤去する必要があるとして、

今年の９月定例議会に補正予算を要求しました。 

それでは、資料をご覧ください。 

１ページ目は青柳小学校で、２ページ目が渡瀬小学校となります。 

ピンクのマーカー部分が今回の工事対象箇所です。 

具体的な内容ですが、青柳小学校では、西側と南側のブロック塀を撤去し、

プールに面した箇所は目かくしフェンスを設置、その他はネットフェンスを設

置する予定です。また、フェンスの基礎を設置するためにフェンスに近い樹木

の伐採抜根も予定しています。 

渡瀬小学校では、南側と北側の門柱付近のブロック塀を撤去し、ネットフェ

ンスを設置する予定です。 

 

一方、国では、大阪北部地震や７月の豪雨などによる被害からの復旧や、公

立小中学校への空調設置やブロック塀の安全対策などを早急に実施するため

「ブロック塀・冷房設備対応臨時特例交付金」が創設されました。この補助金

は３０年度に限ったブロック塀安全対策に係る事業費の 1／3 が補助金として

交付されます。工事の完成が来年度に渡ったとしても補助の対象となります。 

今回の工事はこの補助金の対象事業となり、１２月に着工しますが、青いマー

カー部分は今後対応をするものです。 

以上、ブロック塀の工事についての報告を終わります。 

 

・事務局（課長） 

    ありがとうございました。ご質問がありましたらお願いします。 

     

   質疑）幼稚園の図面がありませんが、今後対応する予定ですか。 

   回答）対応する予定です。 

   

・総合政策課長 

    現在のブロック塀が土留めの役割をしている部分は、基礎まですべて撤去し

てしまうと土留めの役割がなくなってしまうため、基礎や何段かのブロックを

残して設置します。 

 

・学務課長 

    また、高さがあるブロック塀で倒壊の恐れがないものは、控え壁が必要のな

い高さまで上部を撤去します。その他、ご質問はありますか。 

    無いようですので、次のＩＣＴ環境整備及びセキュリティポリシーの策定の

進捗状況について報告をお願いします。 



    

・事務局（課長補佐） 

それでは、ＩＣＴ環境整備及びセキュリティポリシーの策定の進捗状況につ

いて報告します。 

    資料の４ページをごらんください。 

    左の共通の部分は、ＩＣＴ環境整備とセキュリティポリシーのどちらにも該

当する作業です。 

    神川町の現状の調査と把握、教員を対象としたアンケートはすでに完了して

います。全般的な洗い出し分析は実施しましたが、来年度予算の内容を先行し

ているため、32 年度以降の課題の洗い出し等が未完了となっています。進捗

率としては 70％ほどとなっています。推進計画については、来年度の整備を

検討しているところで 30％の進捗状況です。 

    また、来年度の整備については、11/7 の企画会議にて審議していただき、

その中で出された事項に対し、現在検討しているところです。    

    次に、５ページをごらんください。 

   現在までの打合せの履歴となります。内容はご覧のとおりです。 

    ６ページは、ＩＣＴの整備方針の立案となります。アンケートやヒアリング

の結果を踏まえ、項目ごとに方針を決めています。喫緊の整備は、無線ＬＡＮ

や校務ＰＣ、パソコン教室のＰＣの更新です。 

また、32 年度の新学習指導要領の改正に伴う授業支援システムや校務支援

システムについても、更新が必要となります。 

    大型提示装置やタブレットなどの周辺機器の整備については、文科省の推進

する目標を示していますが、現場の運用を考慮しながら整備していきたいと考

えています。 

 

    続きまして、セキュリティポリシー策定の進捗状況ですが、資料の９ページ

をごらんください。 

    現在は、文科省の「教育情報セキュリティポリシーに関するガイドライン」

を軸に総務省の「地域公共団体における情報セキュリティポリシーに関するガ

イドライン」と神川町情報セキュリティポリシー」を照らし合わせ、分析をし

ているところです。資料の９ページがその分析シートの一部分です。実際には、

策定するまでには至っていませんが、１月から２月の初旬を目標に策定してい

きたいと考えます。 

 

 以上、大変簡単ではありますが、ＩＣＴ環境整備及びセキュリティポリシー

策定の進捗状況について、報告を終わります。 

 

・事務局（課長） 

    ありがとうございました。では、ご質問がありましたらお願いします。 



  質疑）多額な費用がかかりそうですね。 

  回答）そうですね。平成 32 年１月でＯＳのサポートが切れてしまうため、４小

学校の校務パソコンと小中５校のパソコン教室のパソコンを更新どうしても

来年度は多額な費用が必要となります。現在は、すでに整備したサーバーを

活用した案をコンサルで検討してもらっています。 

 

・事務局（課長） 

     他にありませんか。ないようですので、協議に移りたいと思います。 

     給食費の無料化についてお願いします。 

 

・事務局（課長補佐） 

     給食費の無償化について、11 月 7 日の企画会議において協議された内容

を説明いたします。 

まず、最初に全国の平成２９年度における給食費の無償化の実施状況につ

いて、ご説明いたします。資料の 11 ページの別紙１をごらんください。 

     給食費の無償化を実施している自治体は、506 自治体で、約 30％の自治

体が、何らかの支援を行っています。 

さらに、小中学校とも無償化している自治体は 76 自治体で、その多くは

人口１万人未満の町村です。 

埼玉県では、滑川町と小鹿野町が小中学校の無償化を実施しています。 

続きまして、企画会議での協議内容についてご報告いたします。 

企画会議では、無償化をするとしたら、対象の範囲はどこまでとするかと

いうことを協議しました。教育委員会からの提案は、幼稚園は、平成３１年

度１０月から保育料が無償となりますので対象外とし、小中学校を対象とす

るというものでした。 

この提案を受けて、私立小中学校や特別支援学校など町外の学校に就学す

る児童生徒についての協議もなされ、給食費の年額を限度額とした補助金を

交付することといたしました。 

資料の 10 ページには、給食費の無償化の内容をまとめ、今後の必要とな

る例規の整備内容を示しました。この例規の改正内容は、今後教育委員会で

審議していただくこととなります。 

このたびの給食費の無償化は、保護者の経済的負担を軽減するとともに、

給食は地域全体で支えているということを神川町の魅力として発信すること

で、子育て世代の定住や新住民の転入、結婚出産を機に神川へ戻ってくる I

ターンなどを呼び込むことにつなげていきたいと考えています。 

実施後は、時間が経過すると無償化が当然のことであるという意識が高ま

り、感謝の気持ちがうすらいでしまうことが懸念されます。児童生徒には、

食育の中で家族や地域の方々が働いて納めた税金によって栄養バランスのと

れたおいしい給食が食べられることを伝えるとともに、働くことの大切さや



税金を納めることの大切さを伝えていきたいと考えます。保護者にも、機会

あるごとに無償化の趣旨を伝えていきます。 

加速する少子化や、子どもの貧困などの対策は急務であり、保護者の教育

に関する負担を軽減し、子育て環境を向上させるため、地域全体で子育てを

支える方法として、町長の公約でもあります小中学生を対象とした給食費の

無償化をこのような内容で進めてまいりたいと考えていますので、よろしく

お願いします。 

 

・事務局（学務課長） 

    ありがとうございました。ご意見・ご質問ございましたらお願いします。 

 

   質疑）給食費はいくらでしたか。 

回答）年間の分担金は幼稚園 41,580 円小学校 42,570 円中学校 50,820 円

です。2018 年５月現在の人数で試算しますと、給食費全体額は 4800 万

円です。そのうち幼稚園を除くと 4400 万円となります。 

  

質疑）財政的には大丈夫なのでしょうか。１度始めると辞めるというわけには

いかないと思いますが。 

回答）基金の取り崩しで対応するとなると限界がありますので、他の公共事業

の予算をあてることとなります。 

 

・ 

・事務局（学務課長） 

    他にはございますか。ないようですので、これで、第２回総合教育会議を終

了します。 

みなさん、ありがとうございました。 

 

 

 


